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　保育学生 が ，障害者や児童 の 人権に っ い て ど の よ

うに 考 えて い るの か，また，福祉サ
ービス の利用や

児童 の 養育 ， 女性 の 就労 に つ い て どの よ うに考えて

い るの か ， さらに 保育 ・養護の 体験が こ うした考え

方 の 形成や実践態度にどの ように影響する の か を理

解し，保育学生の 主体的な課題解決学習の あ り方を

検討 する資料とするために，施設実習終了時に学生

の 実習 へ の 取 り組み の 状況 と人権に関わ る考え方に

つ い て の ア ン ケ
ー ト調査 を実施 した （鈴木 ・水田，

2003；水田 ・鈴木 ， 2003）。

　そ の 報告の なか で ， 保育学生は，児童の 権利に関

す る理解や障害者の生活に関する理解，男女平等に

関す る認識 に つ い て 平等意識をもっ て い るもの の ，

現実生活 の な か で は，「子 どもは，大人 の 指示 に 従 う

べ き」 とい う意見が強く ， 隹事 の 継続 に つ い て は，

「育児 の 手 が離れ た ら再就職 をする亅 と い うM 字型

就労を希望 して い るなど，人権に 関する意識 との ギ

ャ ッ プがある こ とが わ か っ た 。

　ま た権利に 関する認識につ い て ，因 子分析を行 い ，

第 1 因子 （福祉職に 対す る 理解に 係 る因子）7項 目，

第 2 因子 （社会的サ ービ ス 利用 に 対する理解に係る

因子）7 項 目，第 3 因子 （生活における平等意識に

対す る理解に係る因子＞4 項 目， 第 4 因子 （生活に

お ける役割意識 に 係 る因子）6 項目を抽出した 。

　さ らに各 因子 と仕事継続 の 意 思 の 関係を検討 し

た と こ ろ，第 1因子，第 4 因子 に か か わ る項 目の 得

点 が 高い もの の ほ うが仕事 の 継続に対す る意志が強

くな る傾 向 が 見 ら れ た 。

　本研究 で は再検討を加 え た質問項 目をもちい て、

再度 因子 分析 に よ っ て 検討 し た。

方　　法

調査 対象

　調査対象は中国地方東部に位置す る公立短期大学

（A 校），九州北部に位置す る私立短期大学 （B校），

中国地方西部に位置する私立短期大学 （C 校）に在

籍する学生 で あ っ た 。
い ずれ も保育士，幼稚園教諭

2 種 免許 が取得で き る カ リキ ュ ラム を侍っ て い る学

校 で あ っ た。こ の うち，A 校と C 校は 男女共学で あ

り，B校 は女子 の み の 学校で あ っ た 。

　調査対象者 は 603 名 で あっ た が ，年齢，性 別 など ，

調査対象の 属性 につ い て 記入 の な い もの ，質問項 目

に 無回答 が含ま れ る も の を除外 した 587 名分 の 資料

を分析 の 対象と した。有効回答は 97．3％で あ っ た 。

分析の 対象 とな っ たもの につ い て ，学校別，学年別 ，

性別の 人数を衰に示 した。

1年生 2 年生

女性 男性 女性 男性

A 校 45 545 4
B 校 176 159

C 校 11027 10 6

合計 33132214 10

調査方法

　調査は 2003年 11月にお こ なわれた 。 各学校 の 必

修 ある い は選択科 目の 授業の 終 了後 ， 受講生に対 し

て ，調査 の 趣旨や調査結果の処理，資料を取りあ っ

か う際の原則な どにつ い て説明 した。すなわち調査

は学生 の 人権 に 対す る考え方を把握す る こ とを 目的

とし て お こ なわれ る こ と，資料は統計的に 処 理 し ，

個別 の 資料を公 表 した りしない こ と ， 回答を拒否す

る こ とも自由であ り，回答を拒否 した こ とで調査担

当者の 担当科目で 不利益 なあつ か い を受ける こ とは

ない こ となどを 口頭で説明 した。そ の うえで 回答す

る こ とに つ い て 自発的な同意を得 た うえ で，質問紙

を配布 し，記入後に 回収 した 。

調査項 目と分析

　調査 した の は，水 田 ・鈴木 ・鈴木 （2004）の 報告

に おい て 詳細 に検討 した 人 権 に 関す る 29項 目 に，調

査対象 の 属性 （在籍学校，学年，年齢，性別など）

を加えた もの であ っ た。

　調査対象の属性に関す る質間以外 の ，それぞれ の

項目に対し て ，
「  とて もそ う思 う」，「  そ う思 う」，

「  どち ら と もい えない 」，「  そ う思わない 」，「 

ま っ た くそ う思わない 」め 5件法で 回答をもとめた 。
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これ を，人権に 対する意識 が高い 場合を 5点，逆に

人権に 対する意識 が低い場合を 1点と して重みをつ

け，全体と して 人権に 対する意識 が 高くなる ほ ど高

得点 に なるように コ
ーデ ィ ン グ し，MicrQsoft εxce1

をもちい て コ ン ピ ュ
ー

タ に 入 力 し た 。

　 こ の 得点を用い て相関行列 を計算 し，主因子法に

よる因子分析を実行 した。資料 の 分析 には Fujitsu

製 パ ー
ソナル コ ン ピ ュ

ー
タ （MIX367，　MS　Windows98）

上 で稼動する SPSS （ver11 、5J）をもちい た 。

結 果 と 考 察

因子 の抽出

　単純構造に近づ けるた めに varimax 回転 し，固有

値 1以 上 を基準 と して ，10 因 子 を抽出 した。累積寄

与 率 は 53．5％で あ っ た。さ らに 因子 の解釈 に あ た っ

て，因子抽出前後の 共通性 が ともに 0．2 以下の 8 項

目を除外 した。以下に第 1〜7 因子につ い て 述べ る。

因子 の 解釈 ； （ ）内は質問項 目とそ の 因子負荷

　 F−1 は 22 （女性は，結婚 し たか ら，とい っ て 仕事を

やめな くて もよい と思い ます ：　O．　597），27 （能力が

あ りなが ら，障害が ある とい うだけの 理由で，就職

で きな い の は差別だと思 い ます ：0．525），24（親は ，

子 どもの 手紙 の 内容を，子 どもに無断 で調べ て もよ

い と思い ます ：0．316），6 （自分 が望め ば，男性 で も

女性 で も高等教育を受けられ る の があたりまえだ と

思い ます ：O．306），23 （経済的な理 由 で ， 高校や大

学 に進学で きない ときは ，公 的に援助をする必 要 が

ある と思い ます ：O．387）など の 項 目に高く負荷す る

因子 で あ り，23以外 の 項 目か ら考え ると，差別を避

けた い と思 う気持 ちに か か わ る 因 子 と考えられ る 。

’

　 F−2 は 18 （子 ど もか らみ て 不 当 だ と思 え る扱い を

大人から受けて も，子どもが意見を言 うべ きで ない

と思い ます ：0．539）， 19 （老親に介護が必要に な っ

た ら、妻がそ の役割を 引き受 ける とよい と思 い ま

す ；O．444），15 （子 どもの 進学先を選ぶ の は，親の

責任 だ と思い ま す ：0．201）な どの 項 目に 高 く負荷す

る因子 で あ り，社会的地位 に よ る役割意識 に 関する

因子 と考え られ る 。

　F−3 は 4 （生活 に 困 っ た人 を，国が援助をする の は

あた りまえだ と思い ます ：　O．　630）の み に負荷する因

子 で あり，生活保護 に 関する因子 と考えられ る。こ

の 因子は鈴木 ・水 田 （2003＞が社会的サービス 利用

に 対す る理解 にか か わる因子 と考え た もの と対応す

ると考え られ る。　　　　　　　　　　　　 ．

　 F−4 は 13 （育児 は ，夫よ り も妻 の 方 に よ り大き い

責任が あ る と思 い ま す ：0，738），3 （夫 は 社会 に 出て

働き，妻は 家事 をするの がよい と思 い ます ：O．・297）
に負荷 し，性別役割分担 に 関す る 因子 と考えられ る。

また こ の 因子 は鈴木 ・
水田 （2003） が生活における

役割意識に か か わ る因子 と考えた も の と対 応す る と

考えられ る。

　 F−5 は 9 （子 ど もは，親 の 指示に従わなけれ ばな ら

ない と思 い ます ：O．534＞，7 （場合 に よっ て は，親が

子 どもに体罰を加え て もよ い と思い ます ：O．　434），8

　（保 育所 に 子 どもを預けて 働くこ とは，大切だ と思

い ます ニ
ー0。383）に負荷 し，親 の 育児 に 対す る意識

に 関す る 因子 と 考 え られ る 。

　F−6 は，1 （福祉 の 仕事 は明る い 感 じがす るように

な りました ；　O．　625），17 （福祉の 仕事を して い る人
・

は ， 自分を犠牲に して で も相手 に 尽 くす気持 ちが大

切だ と思い ます ：
−0，235），10 （障害 をも っ て い る と

い う理由 で，結婚 に 反対す る の は 偏見 だ と 思 い ま

す ：0．354）な どの 項 目 に 高 く負荷 し
，
10 を除 くと ，

仕事の 専門性に対する意識 に 関す る 因子 と考えられ

る。 また こ れは 鈴木 ・水田 （2003）が福祉職に対す

る 理解に か か わる因子 と考えたもの と対応す る と考

え られる。

　F−7 は 25 （子 ど もが 小 さ い 間 は，家庭 で 親 が 育 て

る の がよい と思い ます ； O．　652），28 （施設に い る 子

ども達に は，も っ と大人 の 愛情 が必要だ と思い ま

す ；
−O．299） に負荷 し，家庭 で の 育児に対す る意識

に関す る因子 と考 えられ る。
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